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特
色
を
生
か
し
た
大
学
の
挑
戦

立
地

ブ
ラ
ン
ド
イ

大
学
そ
れ
ぞ
れ
の
生

． 

大
都
市
部
近
隣
で
は
な

そ
ん
な
中 、

独
自

の
戦

今
回
は 、

石
川
県
の
金

メ
l
ジ
に
頼
ら
な
い

き
残
り
策

い
土
地
に
キ
ャ
ン
パ
ス
を
様
え
る

大
学
は
特
に 、

志
願
者
の
確
保
が
厳
し
く
な
っ
て
い
る 。

略
や
存
在
意
義
を
発
嫁
す
る
こ
と
で
生
き
残
り
を
目
指
す

大
学
が
憎唱
え
て
い
る 。

沢
工
業

大
学
と
秋
田
県
の
国
際
教
聾

大
学
の
事
例
を
紹
介
す
る 。

研
究
か
ら
教
育
に
シ
フ
ト

独
自
の
存
在
意
義
を
見
い
出
す

国
成
人
口
の
滅
少
や
少
子
化
の
加
速
が

叫
ば
れ
る
今
日
に
お
い
て、

都
市
部
以
上

に
厳
し
い
状
況
に
あ
る
の
が
地
方
都
市
で

あ
る。

受
験
者
層
が
減
少
し
続
け
て
い
る

上
に、

都
市
部
の
有
名
大
学
を
目
指
す
学

生
も
多
い
。

中
に
は、

定
員
割
れ
や
募
集

停
止、

廃
校
の
危
機
に
追
い
込
ま
れ
る
大

学
も
出
始
め
て
い
る。

逆
風
が
吹
く
中
で、

独
自
の
存
在
意
義

や
教
育
方
針
を
打
ち
出
し、

そ
れ
を
的
確

に
受
験
生
や
保
護
者、

高
校
の
教
員
な
ど

に
伝
え
て
受
験
者
・

入
学
者
を
確
保
し
て

い
る
大
学
も
あ
る。

代
表
的
な
例
が、

石

川
県
石
川
郡
野
々
市
町
に
あ
る
金
沢
工
業

国際教養大学，1,,5

学長自5が率先して広報

自大学の魅力を対外的にPR

締演やマスコミへの館出もいとわず、ll

複的な中鏑嶺緩学長。 続演などでは必ず、

国際教養大学の特色や魅力をPRするとい

う。 また、 説明会や父母会などにも積極

的に受場、 自らPRパーソンとして活路し

ている

(1捕2）大学PRの新ツール

大
学
（
K
I
T）

だ。

K
I
T
で

現
在、

学
ぶ
学
生
の
う
ち、

約
7
制
は
県
外
出
身

者
だ。

K
I
T
の
特
徴
は、

徹
底
し
た
教
育
支

援
体
制
と
カ
リ
キ
ュ

ラ
ム
の
充
実
で
あ

る。

企
画
部

広
報
課
長

は、

1
9
9
5
年
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
教

育
改
革
が、

現
在
の
基
礎
で
あ
る。

志
鷹
英
男
氏

「
当
大
学
が
こ
の
改
革
を
打
ち
出
し
た

当
時
は、

ほ
と
ん
ど
の
大
学
が
教
貝
の
研

究
を
中
心
に
方
針
や
戦
略
を
考
え
て
い
ま

し
た
。

し
か
し、

K
I
T
が
い
か
に
生
き

残
る
べ
き
か
を
考
え、

学
生
の
教
育
に
注

力
す
る
大
学
を
目
指
し
た
の
で
す」。

こ
の
考
え
に
至
る
き
っ
か
け
に、

Qdill
 

m凶
年
ご
ろ
に
実
施
し
た
欧
米
へ
の
視
察
が

あ
る。

欧
米
の
大
学
が
学
生
へ
の
教
育
や

の
プ
リ
ン
ト
基
盤
制
作
装
置
な
ど
を
常
備

し
た
作
業
ス
ペ
ー
ス
で、

K
I
T
の
学
生

な
ら
ば
工
具
の
安
全
な
使
い
方
を
学
ぶ
講

習
を
受
け
れ
ば
誰
で
も
自
由
に
使
え
る。

課
外
活
動
の
支
援
が
大
き
な
目
的
で、

こ

の
施
設
を
拠
点
に
立
ち
上
が
っ
た
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
チ
l
ム
が
「
N
H
K
大
学
ロ
ボ

コ
ン
2
0
0
7」

る。

で
優
勝
し
た
実
績
が
あ

こ
う
し
た
取
り
組
み
が
注
目
さ
れ
始
め

た
の
は
ω
年
ご
ろ
か
ら。

志
鵬
氏
は、

そ

の
理
由
を
次
の
よ
う
に
話
す。

「
ま
ず
国
公
立
大
学
の
法
人
化
を
翌
年

に
控
え、

大
学
の
あ
り
方
が
注
目
さ
れ
始

め
た
と
い
う
こ
と
と、

卒
業
生
が
社
会
に

出
始
め、

活
躍
し
出
し
た
時
期
が
重
な
っ

た
の
だ
と
思
い
ま
す
」。

メ
デ
ィ
ア
へ
の

露
出
も
増
え
た。

「
メ
デ
ィ
ア
の
方
に、

実
際
に
キ
ャ
ン

パ

ス
へ

来
て
い
た
だ
い
た
影
響
も
大
き

か
っ
た
よ
う
で
す。

大
学
生
は
勉
強
を

し
な
い
、

と
い

う
先
入
観
が
あ
る
よ
う

で、
『
図
書
館
に
学
生
が
い
ま
す
ね
』

と

驚
か
れ
る
こ
と
も
多
か
っ
た
で
す
」
（
志

鵬
氏）
。

そ
の
結
果、

制
度
だ
け
が
一

人
歩
き
し

て
い
る
の
で
は
な
く、

学
生
が
実
際
に
成

長
で
き
る
大
学、

と
し
て
各
種
メ
デ
ィ
ア

に
取
り
上
げ
ら
れ
た。

人
材
育
成
に
力
を
入
れ
る
現
状
を
見
て、

そ
の
重
要
性
を
再
認
識
し
た。

「
そ
の
後、

検
討
委
貝
会
が
発
足
し、

K
I
T
が
提
供
す
る
教
育
の
あ
り
方
に
つ

い
て
議
論
を
重
ね、

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
や
授

業
の
シ
ス
テ
ム
な
ど
に
落
と
し
込
ん
で
い

き
ま
し
た
」
（
志
勝
氏）
。

能
動
的
に
動
く
学
生
の

育
成
支
援
が
大
き
な
特
長

K
I
T
で
は、

教
育
目
標
と
し
て
「
自

ら
考
え
行
動
す
る
技
術
者
の
育
成
」

を
掲

げ、

授
業
や
プ
ロ
グ
ラ
ん
な
ど
を
こ
の
目

標
を
実
現
す
る
た
め
に
組
み
立
て
た
。

特

徴
的
な
も
の
に
「
自
己
成
長
型
教
育
プ
ロ

グ
ラ
ム
」

が
あ
る
。

学
生
た
ち
は
ま
ず、

必
修
授
業
で
将
来
の
ビ
ジ
ョ
ン
を
自
ら
作

大
学
の
認
知
度
ア
ッ
プ
目
指
し

学
長
が
率
先
し
て
情
報
発
信

秋
田
に
も、

ユ
ニ
ー
ク
な
教
育
プ
ロ
グ

ラ
ム
と
積
極
的
な
情
報
発
信
で
注
目
を

集
め
る
大
学
が
あ
る
。

公
立
大
学
法
人

と
し
て
例
年
に
創
設
さ
れ
た
国
際
教
養
大

学
（
A
I
U）

だ。

授
業
は
す
べ
て
英
語

で
行
わ
れ、

専
任
教
員
の
う
ち
半
数
以
上

が
外
国
人。

ま
た、

卒
業
ま
で
に
必
ず
1

年
間
の
海
外
留
学
が
義
務
づ
け
ら
れ
る
な

ど、

徹
底
し
て
国
際
的
な
人
材
育
成
を
目

指
し
て
い
る。

事
務
局
長
の
小
山
内
優
氏

は、

次
の
よ
う
に
話
す。

「
こ、
つ
い、
っ
ユ
ニ
ー
ク
な
カ
リ
キ
ュ

ラ

ム
を
持
っ
た
大
学
で
あ
る
こ
と
を、

高
校

の
進
路
指
導
担
当
の
先
生
方
が
よ
く
理
解

し
て
く
だ
さ
っ
て
い
ま
す。

だ
か
ら
こ

そ、

真
剣
に
英
語
や
国
際
的
な
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
を
身
に
つ
け
た
い
受
験

生
が
集
ま
っ
て
く
れ
て
い
る
と
感
じ
ま
す

ね
」。

独
自
の
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
広
く

情
報
発
信
す
る
こ
と
で、

大
学
名
の
認
知

度
も
向
上
で
き
て
い
る
と
い
う。

ま
た、

A
I
U
の
認
知
度
や
人
気
が
高

ま
っ
た
理
由
と
し
て、

学
長
自
ら
の
積
極

的
な
P
R
も、

大
き
な
要
因
の
ひ
と
つ
に

挙
げ
ら
れ
る
と
い
う。
A
I
U
の
学
長
は、

前
東
京
外
国
語
大
学

学
長
の
中
嶋
嶺
雄

50 PRIR 2007 November 

成
し、

そ
れ
を
実
現
す
る
た
め
の
計
画
を

立
案。

計
画
に
基
づ
い
て、

1
週
間
単
位

で
授
業
は
も
ち
ろ
ん、

謀
外
活
動
も
含
め

た
行
動
履
歴
と
自
己
評
価
を
記
録
し、

担

当
教
員
に
提
出
す
る。

教
員
は、

学
生
の

記
入
を
見
て、

コ
メ
ン
ト
を
返
す。

こ
の

や
り
と
り
を
年
開
通
じ
て
継
続
す
る。

加

え
て、

各
学
期
末
に
は
設
定
し
た
目
標
に

対
し
て
学
習
達
成
度
が
ど
れ
ほ
ど
か
を
確

認
す
る
。

こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
通
じ
て、

学
生
に
能
動
的
に
学
ぶ
力
ゃ、

課
題
を
解

決
す
る
能
力
を
身
に
つ
け
さ
せ
る
こ
と
が

大
き
な
狙
い
で
あ
る
と
い
う。

学
生
の
自
主
的
な
活
動
を
促
進
す
る
た

め
に、

イ
ン
フ
ラ
も
整
備
し
た。

そ
れ
が

キ
ャ
ン
パ
ス
内
に
あ
る

う
施
設。

「
夢
考
房」

と
い

こ
れ
は
工
作
機
械
や
電
子
回
路

氏。

A
I
U
の
創
立
に
際
し
て、

中
嶋
氏

は
早
く
か
ら
独
自
の
構
想
を
持
ち、

そ
れ

を
対
外
的
に
も
発
信
し
て
い
っ
た。

元
外
語
大
学
長
で
文
部
科
学
省
の
中
央

教
育
審
議
委
員
会
委
員
も
務
め
た
中
嶋
氏

が、

今
ま
で
に
な
い
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
大

学
を
作
る。
こ
う
し
た
話
題
性
も
あ
っ
て、

新
聞
各
紙
に
あ
る
人
物
紹
介
コ
ー
ナ
ー
に

登
場
す
る
機
会
も
多
か
っ
た。

学
長
の
情
報
発
信
は、

創
立
当
初
だ
け

に
留
ま
ら
な
い
。

ま
た、

広
報
活
動
の
対

象
も、

マ
ス
コ
ミ
だ
け
で
は
な
く
多
岐
に

わ
た
る。

「
学
長
へ
の
講
演
依
頼
は
全
国
か
ら、

年

間
で
数
十
回
ほ
ど
届
き
ま
す
が、

で
き
る

限
り
引
き
受
け、

大
き
な
テ
l
マ
に
つ
い

て
講
演
す
る
と
同
時
に、

で
き
る
だ
け
当

大
学
の
特
徴
な
ど
を
話
し
て
い
ま
す。

ま

た、

高
校
の
進
路
指
導
担
当
教
員
を
対
象

と
し
た
説
明
会
な
ど
に
も
参
加
し、

大
学

の
魅
力
を
伝
え
て
い
ま
す」（
小
山
内
氏）
。

現
在、

県
外
か
ら
の
受
験
者
が
約
8
割

近
く
を
占
め
て
い
る
。
「
県
内
に
も
優
秀

な
学
生
は
い
る
の
で
す
が、

ラ
イ
バ
ル
が

全
国
か
ら
集
ま
る
た
め
に
尻
込
み
す
る
学

生
も
多
い
」
（
小
山
内
氏）
。

来
年
3
月、

A
I
U
は
初
の
卒
業
生
を
社
会
に
送
り
出

す。

真
価
が
問
わ
れ
る
の
は、

こ
れ
か
ら

と
言
え
る
か
も
し
れ
な
い
。
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